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穏やかに初春をお迎えになられたことと拝察申し
上げます。
コロナを起爆剤として、ゆっくりと進行してきた
少子化の波が一気に押し寄せてきました。少子化
の影響を最初に受ける私たちの幼稚園・認定こども
園の実感として、子どもが少なくなったと肌で感じ
られておられることと思います。女性の社会進出を
目的とした労働政策が長く行われてきましたが、こ
の政策では少子化の波は止まらないということは分
かっていたはずです。しかし、いったん動き出した
政策変更は難しく、無為無策のまま今日の状態を迎
えてしまいました。女性、男性に関係なく、社会人
として生きる時間と、子どもを授かり家族として生
きる時間のバランス感覚が求められているのです。
子どもを授かり親と子がともに過ごす時間の意義を
強調し、ともに幸せに育つことの本当の楽しさを社
会に真摯に訴えていかなければならないと考えてい
ます。
日本の幼児教育は全国の私立幼稚園が主導的役割
を担ってきました。これに対して国は、旧文部省の
時代から公立幼稚園を中心として、幼稚園教育要領
にのっとった均質な教育を提案し続けてきました。
幼稚園教育要領はかなり自由な解釈ができる哲学的
な表現があるのですが、その中でも同一の解釈を求
め、同じ教育を提供することに旧文部省は拘ってき
たのです。この流れは文部科学省になっても大きく
は変更されていません。しかし、公立幼稚園は最初
に衰退をはじめ、多くの自治体が公立幼稚園から撤
退を始めています。それぞれの設立の理念に従い、
多様な教育機会を提供し続けた私立幼稚園に対し

て、保護者が支持を与えたことは間違いありません。
権力を統率する人が一人になっている国家におい
て、基本的な自由、特に選択の自由がありません。
職業を選ぶこと、住む場所を選ぶこと、子どもに対
してどのような教育を提供するかを選ぶことなど、
多様な選択肢を提供するということは民主主義の根
幹です。日本のように、地域に根差した人たちが私
財を拠出して幼児教育の場を提供し、それぞれの理
念に従って地域の子どもたちのために尽くしてきた
国は、世界のどこを探してもありません。私立幼稚
園の教育の良さが日本の発展をここまで支えてきた
のだといっても過言ではないと私は思っています。
それぞれの努力で私学としての運営がなされてき
たのですが、そろそろその限界に近付きつつありま
す。そもそも、地域がなくなってしまっては教育を
提供し続けようとしてもどうしようもありません。
時代の変化とともに終わらなければならない施設が
出てきているのも現実です。ただ、行政にとって都
合のいい施設が残るようでは日本の将来が案じられ
ます。子どもの育ちにとって必要な教育を提供でき
る施設、一人一人の子どもの育ちとは何かを本連合
会が真摯に訴えていかなければならないと考えてい
ます。
今年は、全日本私立幼稚園連合会にとっても勝負
の年だと考えています。本年もどうぞよろしくお願
いします。

年 頭 所 感

全日本私立幼稚園連合会　会長　田　中　雅　道
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「大人の姿勢から学ぶこども」
保育 SoW（センスオブワンダー）ラボ

代表　井　桁　容　子

長年、保育・教育・子育て関係等子どもに関わる
仕事をしてきて思うことは、結果主義、成果主義の
この国が、どれくらい豊かな能力を持った子どもた
ちを育て損ねているのだろうということです。日本
は、技術の国として頑張って先進国に仲間入りして
きたので、できるだけ「早く、たくさん、均一に」
がよしとされました。そして、多くの大人たちが、
人の育ちも「できる」「できない」という結果主義、
成果主義の視点で人を評価し、子どもの頃から「頑
張れば幸せになれる」と言われてきました。その感
覚が子育てや、保育・教育の場で、いまだに根強く
残っています。しかし、それでは、人は幸せにはな
れないことが様々な研究で分かってきました。経済
学者のダニエル・カーネマンは、それを『フォーカ
シング・イリュージョン』と表現しました。つまり、
〇〇すれば幸せになれるという幻想に焦点をあてて
思い込んでしまったと。
乳幼児期は確かにできないことだらけですから、
多くの保護者には「無知で無能で教えてできるよう
にしなければならない存在」と見えます。しかし、
実は「感じる」力、つまり五感といわれる「味覚」「聴
覚」「嗅覚」「視覚」「触覚」は、大人よりも優れて
いると言われています。例えば、子どもの好き嫌い。
わがままや未熟さではなく、大人よりも敏感だから
野菜の中に含まれる苦み成分（アク）を感じ取り、
食べてはいけないものとして受け入れないようにし
ているのです。それが、20歳くらいから舌にある
味を感じる味蕾が壊れていくために食べられるよう
になるのです。さらに言えば、味覚は胎児の頃から
羊水の変化を味わって刺激されているので、産れた
ばかりの赤ちゃんでも酸っぱさ、苦さ、甘味、塩味、
うま味さえも分かると言われているのです。言葉に

よって表現できないけれども、変化に鋭く気づくア
ンテナが敏感なのです。
反対に大人たちは、とかく忙しさを理由に言葉で
表現できることで安心して「感じること」を疎かに
しがちです。そのような感覚で目に見える結果や成
果を重視して子どもとかかわっていくと、察しの良
い子どもたちは、わかってもらえないという無力感
から感じたことを表現することをあきらめてしまい
ます。そして、必死に大人の期待に沿おうとし始め、
生きることは大変だ、自分は生きている価値がない
のではないか、と思い始めてしまうのです。
子どもたちは、大人たちを本当によく見ています。
大人が子どもを見ている量の何倍も子どもたちは大
人を見ています。こども基本法が 2023 年 4月か
ら施行されましたが、保育者は、子どもの権利を正
しく理解し関わりが持てているでしょうか？指示や
命令のことばが飛び交ってないでしょうか？他者に
対して尊厳を持って関わることを学ぶのは、保護者
や保育者が子ども自身や友だちに関わる姿や言葉、
対応から学んでいるのです。一方的に決めつけるの
ではなく「どうしたかったの？」「なぜそうしたの？」
と、相手の気持ち分かろうとする姿勢が他者を尊重
する姿勢として参考になって、子ども同士のやり取
りに活かされるのです。保育者の役割はさまざまに
ありますが、まずは、保育者自身が生まれたての赤
ちゃんから、人として尊厳を持って関わる姿勢を心
がけることが、子どもたちが自分自身を大切にして
逞しく、そして、しなやかに生きる力を育む応援に
なるのだと思います。




